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『世界のCOE」
と しての歩みを
固めて
2002年を迎 え、21世紀最初 の1年 も瞬 く間 に過 ぎて しまったよ うに感 じられ
ます。これは大学 を取 り巻 く環境が一昨年よ りさ らに厳 しくな り、法人化 に向け
た動 きも加速化 し、それ らへの対策 のためによ り一層忙 しくな って きた ことに
よるもの と思 ってお ります。
この よ うな世の中の動 きに先駆 けて、昨年か ら金研 にとっては 「変革初年」と
位置 づけ られる程、組織、運 営、管理体 制の面で改革 が行 われ ました。最 も大きな
動 きとして、平成13年4月よ り、教授、助教授、講 師、助手の全教官職 に任期制が導
れ　ロ
入されると共に、研究、教育、学内外の委員会や学会活動などの面において全教
官への評価体制が施かれることになった点藩挙げ られます。また、これまでの組
織・運営において、およそ15あった各種委員套が、総務委員会、財務委員会、研究
鐸蠶罐纛讌讖
　
りました。本センターの組織は企画部、プロジェグ ト研究部、ナノ先端分析研究
部の3部から構成され ます。特 にプロジェク ト研
究部には、ナノ材料創製工学研究部、ナノ材料評
価計測研究部、ナノサイエンス探索開拓研究部の
?》
トップ・メッセージ
所長 井上 明久
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3つのプ ロジ ェク ト部 が置かれ ます 。このプ ロジ
ェク ト部はそれぞれ ケ ンブ リッジ大学、IBMチ
ュー リッヒ研究所、ハーバー ド大学に海 外拠点 を
お いて、ナ ノテ クノ ロジー ・材料研究 にお ける新
しい学術分 野を 開拓 す るための高度 な国際 共同
研究 を推 し進めるこ とをめざ してお ります。
本セ ンターの新設に伴い、教授2名(企画部1名、
ナ ノ材料創製工学研究部1名)と外国人客員教授2
諜 飜 雄黏謠;鱗鏨
含畜蠶 籠靉覯 鋤麓莚
ll灘鞴 攘
備が進められてお ります。所長としましては今後、
センター長を中心 として国際的に高い評価 を受
けるナノテクノロジー・材料に関する新規分野が本セ ンターか ら創出されるこ
とを念願しております。
ところで、国立大学の法人体制が平成16年4月に発足することがほぼ確実な情
勢ですが、本所においても昨年秋に法人化等対策検討委員会を発足させ、八百教
授を委員長として種々の観点よ り本所が取組むべき問題点と対策の検討を始め
てお ります。また、トップ30大学構想「世界的教育拠点形成のための重点的支援(21
世紀のCOEプロフラム)」において、材料科学分野が平成14年度か ら5年間重点
分野として取 り上げ られることが決定 しましたが、それに関する諸問題につい
蕪攤 鵜 飜 撫陥齢瓣鼎
さらなる発展をめさ
むしろ絶好の機会至
後も、本所員の皆橇
聾携
ません。最近の一連の改革問題は目標達成 には
、前向きかつ積極的に対処していく覚悟です。今
協力を膿 りますよ う、心か らお願 いします。
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未来の材料評価技術
搬聾 ×線 黙難グ爭フイー法 の開発基礎研究
●ランダム構造物質学研究部門 松原 英一郎
蛍光X線の干渉を用いて
豹元原子配列炉誘徴
ホログラムというと、例えばクレジッ ト
カー ドな どの表面に描かれている立体的
に見える絵を思い浮かべるだろう。仮 に、
可視光と同じ電磁波であり波長が約千分
の1のX線でホログラムが撮れれば、結晶
中の原子配置 を立体的に見ることができ
るはずである。私たちが取 り組んでいる蛍
光X線 ホログラフィー(XFH)法とは、この
夢を現実にする方法である。
XFH法では、一般的な方法 と異なり、ガ
ボアが提案したインライン法を応用する。
点光源からの光と途中にある物体で散乱
される光 との干渉パターンを記録する方
法で、点光源の大きさが小さいほど良好な
空間分解能が実現できる。原子 レベルの分
解能は、蛍光X線 を発生する原子を点光源
とすることで可能になる。
ただし、試料か らの蛍光X線 ホログラム
は、蛍光X線 強度の約O.1%程度 という極
めて微弱な強度変化であるため、1996年
に初めて蛍光X線 ホログラムの観測に成
功 したTegzeとFaigelの場合、2ヶ月以上
測定に費や した。その後、放射光源の採用
などによ り、測定時間は約数時間程度に短
縮された。さらに、より精度のよい原子像
を得るための多重エネルギーホログラフ
ィー法な ども提案された。そ して、ここ2、
3年、本研究部門の林らによる半導体中の
微量元素をはじめ、酸化物中の酸素原子、
準結晶など様々な物質のホログラム測定
が報告なされており、新たな材料評価技術
としての応用が模索されている。そ こで、
私たちは、局所格子ひずみを原子レベルで
3次元的に評価できる空間分解能 を持つ
XFH法開発をめざし、現在、研究に取り組
んでいる。
特定原子周りの一薪務子ひずみを評轍
計算機 シミュレー ションの結 果、良好な
銅の蛍光X線のホログラム
?
XFH法で得られる銅の3次元原子像
条件下では、第1、第2近接付近の格子ひず
みをO.OOlnmオーダーの位置分解能で測
定できることが分かっている。このような
良好な空間分解能を実現するために不可
欠な測定技術開発のための基礎研究を、マ
シンタイムに制約される放射光に頼るこ
となく、連続 して簡便に行 うために、グラ
ファイ トX線集光素子や高計数検出器な
どを採用 し、2日程度で放射光でのデータ
と遜色ないXFH測定ができるラボラトリー
XFH装置を本研究部門内に完成した。
この装置を使って研究されるXFH技術
を用いて、半導体中の不純物原子や高温超
伝導材料中の銅原子の局所格子ひずみ評
価や、人工磁性薄膜中の短範囲規則構造評
価など、局所環境構造と物性との関わりを
研究していく考えである。
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「旅 立 ちの春 」・・… 退 官 ・退 職 の あ い さつ
「金属材料研究所」
退官にあたって
福田 承生
東北大学金属材料研究所に来て、15年にな りますが、あっと
いう間に過ぎて しまったという感 じです。諸先輩をはじめ皆さ
まの御指導 と御支援 により無事、大禍な く教授職を全うできそ
うでほっとしています。
福田研には学生を含めてまだ25名以上の研究員がいますが、
3月末に学生を除いてほぼ全員がいな くなると思 うと感慨深い
ものがあ ります。
私が金研に来た年、金研は全国共同利用型の研究所にな り、
名前も英語名はInstituteforMaterialsResearch(IMR)に変
わりました。先輩の教授から、金研は新 しくなったのだか ら、研
究は「金属」でなくても何を対象にしてもよいと教えられました。
以来、酸化物、フッ化物、半導体の結晶材料、結晶成長の研究を
行い、金研がこの分野では世界でも情報発祥の地となるよう努
金研生活一炊の夢
本河 光博
孔子の教えに天命思想というのがある。人は生まれなが らに
してその一生は決 まっているというものである。私は何事が起
こってもすべてを天命に帰し、諦念の境地で人生を送ってきた。
つまり悪 くいえば 「ケ・セラ・セラ」あるいは 「明 日には明 日の風
が吹く」風のはなはだいいかげんな人生を送ってきたとも言え
る。しか し、この教えは本来、研究者にはなじまないものである。
研究者は、常にアグ レッシブに未知の世界 に戦いを挑み、最初
から諦めを持ってはいけないことは明らかである。そういう意
味で、私は学者 として失格だったと思 っている。受験勉強とは
およそ縁遠い田舎の高校生活をお くった私には、学者と言えば、
お茶ノ水博士のイメージしかなく、当時、大学の先生と言えば
まるで別の世界の人種のように思っていた。それが、こうして
停年まで大学で研究生活を送ることができたのは、すべて他人
様のおかげであり、それが天命であった。
紆余曲折の末、いろいろな方のお世話で55歳にして金研 に
職を得ることになった。1年後に強磁場セ ンターのセンター長
をやれといわれた。私のノー天気の性格のせいで物怖 じするこ
ともなく、国際的に名を知 られたセンターの責任者にいきな り
なってしまった。渡辺教授(当時助教授)と二人三脚が始まった
が、センターの運営は彼の努力で既 に順調に流れていて、私は
雇われマダムの存在であった。時の所長 に、時限を待たずに概
算要求を出せ とそそのかされて、のこのこと事務局へ出かけて
めてきました。研究の内容か ら国内では主に応用物理学会、結
晶成長学会、人工結晶工学会などを中心に発表 を行 い、最近で
は研究室の1/3が外国人になったこともあって、国際会議で
の発表が主体にな り、IMR,FukudaLabをアピールしてきまし
た。フランスから賞をもらえたのはその賜物かもしれません。
今改めて気がついたのは、最近書かれた金研の理念の中に「金
属を中心に… 物質、材料について… 」とあり、金属学会で一度
も発表せず、金属学会の役員をやらなかった数少ない教授でい
たことは,歓迎 されざる存在、迷惑な存在だったのかも しれな
いと思いました。
'昔から「名は体を表す」と言われていますが、「金属材料研究所」
という立派な伝統のあるカンバンがある以上、上記のことは当
然なのかもしれません。正直言って英語の名前 「IMR」は 日本語
名「金属材料研究所」に代わって、将来に向かっての新しいカン
バンだと思い込んできて しまいました。
5年毎に研究期間を区切 り、研究を「種まき」期間、「育成」期間、
ここ5年で数々の大型プロジェク ト研究ができるようになり、
いくつかの「花を咲かせ」られたことは、私な りに納得のいく
15年でした。退官に当たって、今後はこれ ら咲かせた花から立
派な「実」がなるように したいと考えています。
最後に、「金属材料研究所」の一層の繁栄、発展をお祈 りします。
いった。それまで多少、強磁場を用 いた物理をやっていたこと
から、主計課の事務官に「金研強磁場でこんな物理ができます」
といった ら、「おまえは馬鹿か」と一蹴 されてしまった。つまり、
「物理は理学部でやるもの、金研では材料 をやれ」という訳で、
すごすごと引き上げてきた。材料には全く素人の私に何をやれ
というのか、自問自答の日が続いた。
ある時、東大のK氏 がグルノーブルの強磁場で水を浮かせた
という話 を教えて くれた。迂闊にも、私はそれ を知 らなかった
のである。金研で も早速、試 してみるとちゃんと水は浮いた。物
理屋の私には恥ずかしかったが、渡辺教授の勧めでマスコミに
売 り込んだ。しか し、水が浮いたって何も面白いことは無い。そ
んな折、旧知のS氏 が、微小重力の材料プロセスへの応用 に関
する研究会に誘って くれた。その中に、溶融ガ ラスの蒸気か ら
完全球の微粒子を作る研究があった。これこれ と思ってそのグ
ループを誘い込んだ。や って来たのは、昔の私の学生K君 であ
った。彼の撮った磁気浮上溶融ガ ラスの見事な映像は、河北新
報の一面を飾った。渡辺教授のヘリウムフリー超伝導磁石の開
発という地道な研究 と抱き合わせで、無事 に概算要求に乗せて
いただ くことができた。
さらに現所長の肝入 りで3人の振替が認め られ、金研事務部、
事務局、そ して文部省の理解の下、今年度、新しいセンターの発
足となった。ここには、幾つかの偶然の重な りと人との出会 い
という、私にとっては大きな ドラマがあった。早 目に概算要求
を出せと言われなかった ら、主計課の示唆 も間に合わなかった
ろう。K氏やS氏 の助言は大きな役割 を果た した。私 自身は何
もしないでその流れに身を任せていただけである。
金研の諸先生方にお世話にな りつつ8年間、まさしく一炊の
間の夢のごとく時は流れた。これが私の天命だったのであろう。
あっ、もうそろそろご飯が炊きあがったようである。
「反省 」
渡 辺 洋 右
大学院に入ってか ら約30年、職員
になってか らでも約20年、金研でお
世話になった。研究は最初、低温4軸
単結晶X線回折、次いでHe原子線回
折、最後が低温磁場中多結晶X線回折が中心となった。
振り返って最も反省することは、試料を自前で調達することを
諦めたことである。試料作成は研究の出発点であると、本当に痛
恨 している。もう一つはソフ トウエアである。単結晶装置につい
ては、計測ソフトや解析ソフ トはもちろんのこと、また必要に迫
られて電卓や時計までも作成 した。しかし、これなどは、フリーウ
エアとして公開できるほどの完成度は高くないのである。ソフト
ウエアについては、専門分野に限らず、汎用に至るまで、現在ほと
んど外国産に圧倒されている現状を痛感 しているところで、金研
の急変ぶりにはとまどうばか りである。
昔は金研村という感がしていたが、住民の数はさほど増加して
いないのに今は金研都市という感がする。村にも、都市にも、長所
と短所がある。村の長所を持った都市にと、願わざるを得ない。世
相を反映して誰もが多忙で不機嫌な時代である。せめて住民も訪
問者 も共に好感がもてるような周辺環境整備をして欲しい。ホー
ムページの美化は1日で出来ても、樹木を育てるには20年は要す
ると思 う。特に2号館 と本多記念館の間の駐車場など再撤去 して、
緑豊かに誰もが和める環境構築をと願っている。
薹
溶解屋さんの40年
高 橋 利 次
40余年の勤めを終え改めて振 り返
えってみますと、当時の思い出が昨
日のように蘇えってきます。入所 し
た昭和33年頃の物づくりは重厚長大
の時代で、私が配属となりました溶解鋳 造掛での実験試料作りは、
50kg高周波溶解炉を用いての大気中溶解が主で、その準備と溶
解作業には体力のいる毎 日でした。また、危険も付き物で、ケガで
病院のお世話になるということもありました。当時の建物は、冬
になると雪が落ちてきて、土間に白い道筋ができたりといったこ
ともあ り、今でも夢に懐かしい昔の景色が出てきます。
退職を迎えた今日と重ねると、現在の恵まれた職場環境が当時
では想像 もできなかったことで、「光陰矢のごとし」とはよく言っ
たものです。この変化と時間の速さに改めて驚かされます。
金研のどこかにまだ忘れ物はないだろうか、諸先輩の残された
言葉を思い出しています。物作 りの「技」の重要性、継承 と気にな
りますが、それも次第に困難な時代になっていることを感じてい
ます。
今後は優秀な若手の技術部職員の皆さんに託して、新たな人生
に再出発させていただきます。
最後になりましたが、公私ともにご指導、お世話になりました
先生方、諸先輩方、同僚の皆様に心から感謝とお礼を申し上げます。
'・∴ ・漁 噸璧齷 覊罪 蹴 蹠 勲蕪 寧』証
標語、モットー を大切に
三 浦 正 則
私の40年という公務員生活も、3月で
ピリオ ドを打つことにな りました。こ
の間、いろいろな出会いを大切に、さま
ざまな想い出も作ることができました。
永い公務員生活の中では、紆余曲折も
あり、その時は、「誠心誠意」と「チャレンジ」という言葉を大切に対応
してきました。座右の銘ではなく、モットーでありますが、結構プラ
スになったという気がします。
これに近い話に、本所の創設者・本多光太郎先生が、昭和16年の「研友」
(第8巻)に「標語の効果」という題で次のようなことを記しております。
「標語は重要な意義を持つものであるのみならず、言葉も簡単明瞭で
あるから記憶しやすいものである。故に各位が一事件に遭遇する毎
にこれに関係ある標語を指導役として進めば必ず成功するものであ
る」。さらに、例として、「①今が大切 ②人格の向上は自覚より始ま
る ③良書精読味の出るまで」などと述べています。本当に、すばら
しい標語で現代でも通用する言葉であります。
今、大学は、独立法人化という未曾有の局面を迎えております。大
学も、研究所も変わ り、金研もしかりです。まずは、確固たる目標・計
画を設定し、進めていくことが肝要です。老婆心ながら、このような
急変期の大変な時代にあって、自分を見失わないためにも、標語、モ
ットーを持つことをお勧めしたいと思います。
私の公務員生活最終期の6年間、金研の皆様には本当にお世話にな
りました。深くお礼を申し上げます。最後に「世界の金研は永久に不
滅であります」と述べます。
棺 一
想いは尽きず
寺 崎 幸 子
昨 日、ネッ トワーク運用室か ら論
文 リスト校正用データが届きました。
今回は、約半年分で400件余 り。その
量を見て一喜一憂す るのが、私の習
慣になってしまいました。論文数は
研究者の成果のバロメータの一つですから、多い時は大変さを忘
れ作業に熱が入ります。私たちも少しは研究のお手伝いが出来て
いるのかな～との、かすかな実感をもつ瞬間です。
家庭の事情でいったん職場を離れましたが、2年足 らずでまた
金研に呼び戻され、通算38年余り。同じ場所で仕事が出来たプラス
とマイナスは、自分にとって、そして図書室にとってどうだったの
でしょうか。ともあれ、金研にはご縁があったということでしょうか。
図書室に入るとすぐに外国雑誌を任せられ、年度末経費で必死に
バックナンバーを揃えたことが、昨日のように思い出されます。最近
は、雑誌の高騰とオンライン化に伴う全学的な重複調整の結果、雑
誌がどんどん無くなっていく現実に身を切られる思いが致します。
電子化の波に遅れないようにと、図書室では常に最新の情報収
集 ・発信 に気を配ってお ります。同時に、傍らに本があって、じっ
くり、ゆっくり論文を読み、発想の転換を図り、研究の構想を練る、
そんな場にもなればと願ってお ります。
ひと昔前は、1コマの狭い閲覧室に教官も院生も大勢出入 りし、
論文を読みあさり、談笑や議論があったりと、それは活気に満ち
あふれてお りました。図書室にそんな情景が再び戻って来ること
を願いながら、金研のさらなる発展を祈念 しております。
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銅酸化物をはじめとした強相関物質において、特にスピン量子数が小さく次元性が低い
物質では、スピン揺らぎが極めて大きくなります。このような物質群を低次元量子スピン
系と呼び、大きなスピン揺らぎに起因した異常な性質が観測され、注目を集めています。
今までこのような異常現象を研究す
る方法として、磁気的性質、電気伝導性、
構造などが調べられてきました。しかし、最近、低次元量子スピン系
において巨大なマグノン熱伝導が観測され注目されました。
この研究会では、銅酸化物高温超伝導体、梯子型銅酸化物、Mn酸化
物、CuGeO3などが取り上げられ、熱伝導とスピン励起や超伝導エネ
ルギーギャップとの関係などが討論されました。その結果、熱伝導の
担い手として、電子と格子ばかりでなく、スピン励起もまた極めて重
要な影響を与えることが明らかにされました。また、熱伝導は、ほか
の研究手段と合わせることによって、スピンや電子構造に関して極
めて強力な研究手段であることが確認されました。
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梯子 型銅 酸化物Srl4Cu24041の梯子 方向(c-axis)の熱伝
導率 の温 度依存性。測定結果(黒丸)から格子熱伝導(破
綜)を差 し引いた結 果が表示 されて います.この大部分
がス ピン励 起 によ る熱伝 導と考え られ ます。(東北大 工、
工藤など)
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一粒界・粒界すべりのキャラクタリゼーションー
平成13年8月10～11日に超塑性研究会の協力を得て、「ナノ材料・金属間化合物の巨大延性」研究会が開催
されました。
研究会では、種々の材料に関する超塑性変形について研究 してきたグループとナノ材料創成を研究 して
きたグループを融合させ、副題にあるように粒界と粒界すべりのキャラクタ リゼーシ ョンに注目して、ナノ
組織を有する材料の巨大変形特性 に関する展開を図ることを目的としました。それぞれの講演時間を45分
と余裕を持ったプログラムにするとともに、最近新 しいTi合 金で発見された超弾性的現象について、豊田
中研の斉藤博士に特別講演を していただきました。
ちょうど七夕祭 りとお盆 に挟まれた時期ではありましたが、地方か らの参加者も多く、活発な議論が交わ
されました。参加者の多くは作並温泉にまとまって宿泊し、温泉を楽 しむ間もあらば懇親会 とな りました。
お開きの後も、夜遅くまで議論の続きが行われておりました。最後に、この研究会を開くにあたり金属材料
研究所事務部、花田教授および花田研、超塑性研究会にお世話 になりました。感謝の意を表 します。
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大洗施設材料照射研究会について
平成13年9月6日、7日の両日に「大洗施設材料照射研究会」を開催しました。報告
会は松井施設長の挨拶から始まり、「照射基礎研究」「軽水炉材料研究」「アクチノイ
ド材料研究」「核融合材料研究」などの分野で、合計29件の研究発表が行われました。
特に軽水炉材料の分野では、試験炉データと実炉環境での材料劣化が一致 しな
い可能性に関連してJMTRを用いて行われている、損傷速度効果の実験結果や、最
近開発された陽電子消滅の新しい手法に関する研究が、注目を集めてお りました。
研究成果の報告のあと平成14年度の研究課題について提案していただき、これ
らについて研究会終了後に開催した「第36回採択専門委員会」で審議を行いました。
来年度の照射計画はこの審議結果にもとついて策定されます。なお、来年度の共同
利用 の募集は既 に始 まってお りますので、詳 しくは当施設のホームページ
(www,oarai.imr.tohoku.ac.jp)をご覧ください。また、本研究会の発表内容をまと
めた報告書が、まもなく出版されます。
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回蠶 図囿回國
『複合構造プ囗セス制御による
高機能変換材料の開発と応用』
東北大学金属材料研究所 後藤 孝
現在、情報 の変換や エネルギー変換 な どを高速 ・高効
率に行 うことが可能 な、新 しい高機能変換材料 の開発が
求 め られて います 。また、従来使用 されて いるよ うな単
一機能 の変換だ けで な く、情報伝達やセ ンサー シス テム
な どと融合 した複 合的 な機 能 を有す る材料 が必 要 とさ
れ るようになって います。
本 ワーク シ ョップで は、圧カ ー電気、熱 一電気、光 一電
気間 の複数の機能変換が可能な材料の探索や、既存 の集
積化技術 との複合化 の可能性 をめざ して、主 に機能性セ
ラミ ックスの分野 の研 究者 による成果発 表 と討 論 を行
いま した。平成13年11月25日(木)～26日(金)に、金研講
堂で、材料 の機能 の発 現 と微細構 造の関係、材料 合成の
プ ロセ ッシング と機 能性の関係、な どを主 なテーマ とし
て、21件の研究 発表 を行 い、今後 の材料開発 の在 り方 と
応用 について活 発な意見交換 を行いま した。
「定常強磁場における材料科学」
東北大学金属材料研究所 本河光博
近年、液体ヘ リウム を必要 と しな い超伝導 マグ ネ ッ ト
が急速 に普及 して、強磁場 中での実験が手軽 に行 えるよ
うにな りました。さまざまな材料プロセスと強磁場との
新 しい組み合わせが試され、強磁場材料科学 と呼べるよ
うな分野が育ちつつあります。私どもの戦略的基礎研究
において も多くの成果が出てきました。そ こで、この分
野で活躍されている研究者や、磁場に関する大型プロジ
ェク トの関係者にお集まりいただき、互いの成果につい
て突っ込んだ議論を行いました。従来の磁気科学の研究
会は、化学、生物から材料、医学までさまざまな分野の人
が参加し、極めて学際的ではありましたが、議論がかみ
合わず通 り一遍の報告会にな りがちでした。今回は、テ
ーマを材料に絞 り込んだ上、磁気浮上現象やタンパク質
の磁場中結晶成
長などのように、
互 い に競合 す る
テー マが あっ た
た め 、問 題 点 が
かな り浮 き彫 り
に な り、中 身 の
濃 い議 論が で き
ま した 。出 席 者
の方 々 に感 謝 い
た します。
磁気浮上水溶液 におけ
る塩化カ リウムの無容
器結晶成長
描 亡鞠tt/T`"、f忌lf遭 葺 、
受賞年月日 所 属 氏 名 賞 名 受賞年月日 所 属 氏 名 賞 名
平13年1月26日井 上研 井 上 明久 ホソカワ粉体工学振興財団THEKONAAWARD平13年8月28日川添研 川 添良 幸 26thCONFERENCEONOURWORLDINCONCRETE&
STRUCT[∬～ES:T卜EKENFRANCISAWARD200↑賞3月13日川 崎研 川 崎雅 司 (財)丸文研究交流財団 丸文研究奨励賞 川添研 余 京 智
3月19日川 崎研 川 崎雅 司 (財)手島工業教育資金団 手島記念博士論文賞 9月22日井上研 井 上明 久
日本金属学会 第49回論文賞福 田研 島 村清 史 (財)卜一キン科学技術振興財団 第11回研究奨励賞 花田研 正橋 直 哉
3月28日井上研 井上 明久 日本金属学会 増本量賞 後 藤研 明石 孝 也
技術部 佐藤芳幸 日本金属学会 研究技術功労賞 井 上研 井上 明 久 日本金属学会 技術開発賞
3月30日前川研 前川 禎 通 ドイツ ・フンボル ト財 団 フンボル ト賞 11月2日 本河 研 茂木 騒 金属研究助成会 第11回金属材料科学助成賞
4月16日技術部 伊 藤 敏 行
文部科学大臣賞(創意工夫功労者表彰)
長谷川研 永井 康 介
金属研究助成会 第41回原田研究奨励賞
技 術部 和 田繁 男 本河 研 左近 拓 男
技 術部 齊藤今朝美 川 崎研 阿藤 敏行
5月18日新 素材 大 森 守 日本セラミックス協会支部 振興功績賞 塩川研 本間 佳哉
5月21日長谷川研 永井康介
本間記念賞
11月8日井上研 井上 明久 日本機械学会 機械材料・材料加工部門
一般表彰(優秀講演論文部)新 素材 張 涛 新素材 木村 久道
技術 部 齊藤今朝美 11月24日技術部 小原 和夫 日本分析化学会2001年有効賞
5月22日井上 研 井 上 明久 粉体粉末治金協会 研究進歩賞
人 事(平 成13年9月30日～平成14年1月1日)
左 近 拓 男 助 手13/12/1付秋田大学助教 授へ
永 田 晋 二 助教授13/10/1付
小 山 佳 一 助教授 」13/12/1付
張 志 豪 講 師14/1/1付
=雖i=
助手から昇任(四篭研)
助手から昇任(附属強磁場超伝導材料研究センター)
助手から昇任(八百磅)
池 庄 司 民 夫 教 授13/10/1付1独立行政法人産業技術総合研究所か ら(川添研)
神 山 崇 助教授Il3/10〆1付1高エネルギ ー加速器研 究機構 か ら(山口研)
宮 嶋 孝 夫 助教授113/10/1付iソニー ㈱ コアテクノロジー &ネットワー クカンパニー から(八百研)
春 山 修 身 助教 授113/10/1付東京理科大学 から(新素材)
シャオジョンキャン助教 授13/10/8付1デラウェア大学か ら(新素材)
具 本欣 助 手13/9/30付辞職
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RESEARCH-INOEX 回転する分子 〈新 ・研究インデックス〉
物質のもつ 自由度を制御するこ
とは、その物質の機能性を引き出
す一つの有効な手法です。分子か
ら形成され る固体 には、分子特有
の内部 自由度を持つものが数多く
見られ、なおかつこれと電子状態
が密接に関連する例も数多くあり、
ここか ら分子系特有の物性、機能
が発現する可能性があ ります。フ
ラーレンと呼ばれる炭素だけでで
?
??
きた球状の分子は、結晶の中で重心を固定したまま、
くるくると回転することができます。この状態は、機
能性有機材料としてよく知 られている液晶(細長い分
子が向きだけそろえて、重心位置は流動的な物質、状態)
と対極にあるものです。
最近、フラー レン分子の回転状
態が、伝導性、誘電性さ らには磁
性を支配 していることが明らか
になっています。例えば、図は、あ
る化合物において分子 回転が凍
結 し、分子が2種類の配向で規則
的に配列した状態を示しています。
この化合物 における分子間の磁
気的相互作用は、隣 り合 う分子間
の相対的な配向によって決定さ
れることがわかっています。分子回転を温度や圧力、
さらには電場や光などで制御することによって、新 し
い機能性を発現させることが期待されます。
(岩佐 義宏)
蕾苹 ミノヤーナILの遵 λにつ髢.YT
■図書室から■
この数年来、電子 出版技術 とイ ンター
ネ ットの発達 とともに、学術雑誌が電子
的に記録され、インターネ ットを通 じて
配信される、いわゆる「電子ジャーナル」(以
下「田」という)が急速に増加 してきました。
EJは、発行の迅速性 と、いつでも学 内
のネットワークか ら利用が可能である利
便性を備えています。また、学内での冊子
体の重複購読 を避ける ことによ り、全体
として経費削減を実現できます。さらには、
その余剰経費によ り、新たな雑誌やデー
タベースの充実が可能 とな ります。
東北大学では、全学的な外国雑誌購読
の見直し・検討を時宜を逸せずに行うため、
一昨年9月、附属図書館商議会の下に「学
術雑誌等共同利用専門委員会」が発足 し
ました。全学で冊子体 の重複購読 を調整
しなが らEJの積極的な導入 と併せて冊
子体 を一部購読する ことによ り、経費の
節減をはかることを基本方針 とし、外国
蠡纓 ・講 一 一
類醸'難
聖ロ.・'閣 論 ぎ盖
唱厂 〆 ・
雑誌購読 の各部局間重複調整が進められ
てきました。
これを受 けて、金研 でも度々アンケー
ト調査や研究室代表者会議 をもち、研究
室の意向を吸上げ反映させなが ら、積極
的かつ慎重 に取 り組んで参 りました。そ
の結果、金研 図書室 の購読雑誌120点中、
48点が重複調整が成立 し、半数はEJのみ、
半数はEJ+冊子体 を金研 に配置する こ
とにな りました。
次年度以降 も引き続 きEJの導入 につ
き調整 ・検討が進む と思われますが、金研
にお いて も、EJタイ トルの選定 ・拡充へ
の取組みとその利用環境の整備、また保
管する冊子体の全国的な利用に応える態
勢 ・整備が求め られます。
■
■教授会から■
すでに前号の「教授会から」の欄にもお
知らせしましたように、研究所では大幅
な運営組織の見直しを実行しております。
新年より、従来教授会の下に有った数多
くの委員会は専門委員会や大学の運営に
直結する委員会を除いて、総務、財務、研
究企画の3つの常置委員会とその上部の
運営委員会に統合されました。
また、今後毎年、研究所の教官の点検評
価を実行することになり、委員長を中心
とする点検評価室が、研究部単位にその
評価資料を集積する作業のために、大変
忙しい業務を請負っております。
研究所にとっての平成14年は、前述の
新しい運営態勢の発足だけでなく、新年
度の概算要求で認められた「材料科学国
際フロンテイアセンター」の創設など、研
究所の新しい発展をめざす大変重要な時
期になるのではないかと思われます。
(総務委員会委員長 花田修治)
繕 ・黷 ・驪 ・灘
21世紀最初の年は、活路の見えぬ不況 テロと戦争 うなものではないことを述べているが、広報のみに
政官財いたるところでの不祥事、そして凶悪犯罪の 限らずすべての組織において、法人化後は教官・技官・
増加など、社会を見ればいやなことばかりで明け暮 事務官の思いきった人員配置の転換が必要となるで
こ ぞ
れた。そして 年が変わり、2002年。「去年今年つらぬく あろう。法人化後 大学がまた金研がいったいどうな ●
1雛繍 纖 韈醗 難 難 戀 欝ll1∈}き1
る制約や縛りからも解き放たれて、すべてをゼロから ■て心機一転今年は去年よりも少しでも良い年になる
よ筆鐙譲蹴欝 紫矢学も未鮪の変革暑駄製毳更楼謝震潴薩髴睡篝東北大学金属材料研究所
の時を迎えている。法人化とは、研究・教育のみならず、
管理・運営すべてにわたって、各大学・各部局がその
責任において行うことと考える。したがって、法人化後
において、広報活動はますます重要になってくるこ
とは間違いない。35号の編集後記で、室長がもはや広
報活動は教官のボランティアレベルで処理できるよ
であって欲しいと思うし、そうでなければ意味がない。
今年もまた、金研の一時代を担い金研の歴史に中
に大きな足跡を残した職員の方々が、多く退官され
ていく。21世紀の金研の発展を、いつまでも見守って
いてくだされば幸いです。
広報室・副室長 高梨弘毅
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